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市
地
福
寺
御
住
職
、
片
山
秀
光
師
を
お
招

き
し
て
の
「
め
げ
な
い
、
に
げ
な
い
、
く

じ
け
な
い
」
の
節
語
り
説
法
や
「
樹
木
葬

研
修
と
津
波
被
災
地
を
訪
ね
る
旅
」
な

ど
、
数
々
の
行
事
を
実
施
し
て
き
ま
し

た
。
又
、
行
事
ご
と
に
、
女
性
部
に
よ
る

手
作
り
の
料
理
を
提
供
し
、
参
加
者
の
方

か
ら
大
変
喜
ば
れ
て
お
り
ま
す
。 

今
後
は
、
地
域
と
の
連
携
を
も
っ
と
強

く
、
深
く
し
な
が
ら
、
更
な
る
会
の
発
展

を
目
指
し
、
会
員
の
絆
を
大
切
に
し
た
い

も
の
で
す
。 

こ
れ
か
ら
も
皆
様
の
御
協
力
・
御
指
導

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

最
後
に
、
檀
信
徒
皆
様
の
益
々
の
御
多

幸
を
御
記
念
申
し
上
げ
ま
す
。
合
掌 

大
本
山
妙
心
寺 

団
体
参
拝
特
集 

 

青
壮
年
部
・
女
性
部 

会
長 

石
垣
英
孝 

平
成
２２
年
７
月
に
、
当
会
が
発
足
し

て
、
間
も
な
く
四
年
に
な
り
ま
す
。
又
、

広
報
誌
「
榧
ノ
木
」
も
第
八
号
に
な
り
ま

し
た
。 

檀
信
徒
の
皆
様
や
ご
住
職
そ
し
て
会

員
・
役
員
の
皆
様
に
、
心
よ
り
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。 

発
足
当
初
は
、
何
も
分
か
ら
ず
正
に
暗

中
模
索
、
手
探
り
を
し
な
が
ら
の
ス
タ
ー

ト
で
あ
り
ま
し
た
。
御
住
職
や
総
代
様
の

ご
指
導
、
ご
協
力
を
頂
き
、
何
と
か
今
日

を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

間
も
な
く
彼
岸
、
こ
の
時
期
に
な
る

と
、
ど
う
し
て
も
三
年
前
の
３
月
１１
日

の
事
を
思
い
出
し
ま
す
。
特
に
、
気
仙
沼 

 

大
本
山
妙
心
寺
建
立
の
詔
勅
（
み
こ
と

の
り
）
を
出
さ
れ
、
そ
の
基
を
築
か
れ
た

「
開
基
（
か
い
き
）
」
様
で
す
。
第
９５
代

天
皇
を
御
年
二
十
歳
で
退
か
れ
、
上
皇
と

な
ら
れ
た
後
、
深
く
仏
教
、
特
に
禅
の
教

え
に
帰
依
さ
れ
、
永
年
の
御
修
行
の
後
、

遂
に
お
悟
り
を
開
か
れ
、
御
出
家
さ
れ
法

皇
と
な
ら
れ
ま
し
た
。 

禅
の
教
え
に
よ
り
人
々
の
悩
み
苦
し 

み
を
救
い
た
い
と
の
切
な
る
願
い
か
ら

御
自
分
の
お
住
ま
い
「
花
園
」
離
宮
の
地

に
妙
心
寺
を
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
御

縁
に
よ
り
、
昨
年
６
月
天
皇
・
皇
后
両
陛

下
が
妙
心
寺
を
参
拝
さ
れ
ま
し
た
。 

今
回
は
宮
内
庁
の
許
可
を
得
て
、
職
員

立
会
い
の
下
、
厳
か
に
正
式
な
御
陵
の
参

拝
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
手
水
で
口
を
浄

め
一
同
で
般
若
心
経
一
巻
を
読
経
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。 

ご
あ
い
さ
つ 

花
園
法
皇
様
と
は
・
・
・ 
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３
年
前
に
来
た
時
よ
り
今
回
の
方
が
重
み

を
感
じ
た
。
回
数
を
増
す
ご
と
に
見
方
が
変

わ
っ
て
く
る
と
思
う
。 

早
坂
俊
則 

京
都
の
紅
葉
散
策
、
精
進
料
理
に
イ
タ

リ
ア
ン
コ
ー
ス
料
理
、
そ
れ
に
代
表
五
名

の
方
々
の
舞
妓
体
験
と
、
充
実
し
た
三
日

間
の
団
体
参
拝
を
経
験
さ
れ
た
と
思
い

ま
す
。 

広
報
部
部
員
五
名
が
参
加
し
、
写
真
取

材
、
自
ら
の
舞
妓
体
験
と
、
ま
た
参
加
者

全
員
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
取
材
を
実
施
し
、

以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
て
記
載
い
た
し

ま
し
た
。 

ご
購
読
く
だ
さ
い
。 

 

妙
心
寺
団
体
参
拝 

歴史と風格ある妙心寺の正門 

当
山
の
大
本
山
妙
心
寺
団
体
参
拝
が
11

月
16
～
18
日
の
二
泊
三
日
、
三
十
六
名

の
参
加
者
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

16
日
早
朝
六
時
に
出
発
し
一
路
、
京

都
大
本
山
妙
心
寺
へ
昼
前
に
無
事
到
着
。

私
達
を
歓
迎
す
る
か
の
様
な
晴
天
に
恵

ま
れ
、
清
々
し
い
気
持
ち
で
団
体
参
拝
の

ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

今
回
の
団
体
参
拝
は
、
御
住
職
の
お
計

ら
い
に
よ
り
、
常
に
は
非
公
開
で
入
る
こ

と
の
出
来
な
い
、
妙
心
寺
開
山
堂
、
微
笑

庵
（
１
３
３
７
年
に
妙
心
寺
を
創
建
さ
れ

た
初
代
住
職
、
開
山
彗
玄
禅
師
が
祀
ら
れ

て
い
る
）
団
体
参
拝
諷
経
を
行
っ
た
微
妙

殿
、
そ
れ
に
東
海
庵
、
妙
心
僧
堂
を
そ
れ

ぞ
れ
の
和
尚
様
の
詳
し
い
説
明
を
頂
き

な
が
ら
、
さ
ら
に
東
福
寺
開
山
堂
、
千
人

禅
堂
の
特
別
拝
観
及
び
花
園
法
皇
様
御

陵
へ
は
宮
内
庁
か
ら
参
詣
許
可
を
得
て

頂
き
、
参
拝
が
正
式
に
実
現
で
き
ま
し
た

こ
と
は
、
参
加
者
全
員
が
感
銘
さ
れ
た
こ

と
と
思
い
ま
す
。 
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住職の心配りでめったに参拝できない花園法皇

の御陵を拝観お参りできたことは感激でした。 

３日間天気に恵まれ充実の団参でした。 

浅井 茂 

早朝より坐禅と法話を聞き冷気の中、心身とも

に清々しく感じられました。 

通天橋を渡り由緒ある庭園の数々を拝観し神

聖な霊域の中でのひと時を過ごしました。 

僧侶の読経の中に我が家代々の霊位と今年永

眠いたしました父の法名を聞きありがたく感

じました。父も喜んでいたと思います。 

平 愛子 

食事の所作を体験でき、ためになりました。 

古き良きものを受け継ぎ後世に伝えることを

旨とし身を引き締めて日々の生活をするあた

りまえの大切さを考えさせられました。 

佐々木美和子 

 

坐禅・朝食（おかゆ）の作法が、とてもために

なりました。 

若い和尚さんの修行の厳しさ、今でも毎日大変

なことをされているのに驚きました。 

湯豆腐・竹仙・体にやさしいお料理でとてもお

いしくいただきました。又、毎回の食事もおい

しく残さず全部頂きました。 

浅井房枝 

東福寺千人禅堂 

大庫裡での粥座（しゅくざ） 

東海庵書院南庭の奥深い説明に感動 

精進料理に思わずニッコリ！ 
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京都と言えば世界遺産の清水寺！ 

 
東山永観堂にて紅葉のライトアップを堪能 

すれ違う舞妓さん（？）に見とれる見返り広報部員 

３日目のランチはイタリアンのコース料理 

横橋さんの誕生日にケーキのサプライズ！ 

二尊院の御廟へ登る石階段の両脇の紅

葉、東福寺の紅葉が美しかった。 

鶉橋 初雄 
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舞
妓
変
身

体
験 今

野
範
子 

何
だ
か
艶
（
な
ま
）
め
か
し
い
色
合
い

の
襦
袢
・
・
。 

む
ふ
ふ
、
私
の
脳
裏
に
は
ポ
ス
タ
ー
に

よ
く
あ
る
可
愛
ら
し
い
舞
妓
さ
ん
に
変

身
し
た
姿
が
・
・
。
真
剣
に
着
物
の
柄
を

決
め
る
と
、
で
は
お
化
粧
を
、
と
椅
子
に

座
ら
せ
ら
れ
た
。 

ワ
ク
ワ
ク
。
厚
塗
り
す
れ
ば
き
っ
と
私

だ
っ
て
あ
の
ポ
ス
タ
ー
の
よ
う
に
・
・
は

甘
か
っ
た
。 

塗
り
始
め
て
す
ぐ
に
撃
沈
・
・
・
な
な
、

何
と
！
白
塗
り
の
化
粧
を
施
す
ほ
ど

に
・
・
・
恐
ろ
し
く
変
身
し
て
い
く
。
シ

ワ
と
た
る
み
が
こ
れ
で
も
か
と
存
在
を

誇
示
。 

あ
あ
、
現
実
と
は
そ
う
い
う
も
の
か
。

す
っ
か
り
意
気
消
沈
。 

え
え
い
も
う
儘
よ
と
観
念
し
て
カ
ツ

ラ
を
か
ぶ
ら
せ
て
も
ら
い
少
し
は
顔
が

隠
れ
る
の
で
ほ
っ
と
し
て
、
何
だ
か
涙
ぐ

ま
し
い
。 

業
者
は
さ
す
が
に
プ
ロ
。
微
動
だ
に
し

な
い
態
度
で
「
ヨ
イ
シ
ョ
！
」
し
な
が
ら

写
真
撮
影
。
そ
し
て
散
歩
へ
と
連
れ
出
し

て
楽
し
ま
せ
て
く
れ
た
。 

 

そ
の
後
、
五
人
が
出
来
上
が
る
ま
で
待

っ
て
い
る
と
、「
外
に
出
ま
し
ょ
う
か
？
」

と
聞
か
れ
ま
し
た
。
せ
っ
か
く
な
の
で
、

こ
れ
で
終
わ
り
は
も
っ
た
い
な
い
。
少
し

「
ド
キ
ド
キ
」
で
あ
っ
た
が
、
高
い
下
駄

「
木
履
（
ぽ
っ
く
り
）
」
を
履
き
、
こ
わ

い
、
こ
わ
い
と
足
元
に
注
意
し
な
が
ら

「
笑
わ
な
い
よ
う
に
、
口
を
開
け
な
い
よ

う
に
」
と
案
内
人
に
言
わ
れ
な
が
ら
歩
く

と
、
目
の
前
に
は
観
光
客
が
い
っ
ぱ
い
。

（
中
に
は
外
国
人
も
い
ま
し
た
。
）
一
斉

に
カ
メ
ラ
を
向
け
ら
れ
、
な
ん
か
芸
能
人

に
な
っ
た
気
分
で
し
た
。 

街
並
み
も
と
て
も
き
れ
い
で
し
た
。 

最
初
は
戸
惑
い
ま
し
た
が
、
徐
々
に
度

胸
が
出
て
き
て
楽
し
く
な
り
ま
し
た
。
人

生
一
度
の
経
験
で
も
あ
り
宝
物
で
す
。
と

て
も
良
い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。 

舞
妓
体
験
を
終
え
て 

 

早
坂
妙
子 

 

祇
園
・
白
川
の
辺
に
あ
る
ス
タ
ジ
オ

で
、
先
客
ら
し
い
二
人
組
の
若
い
女
の
人

が
写
真
を
見
て
い
た
の
で
、
「
見
せ
て
も

ら
っ
て
も
い
い
で
す
か
？
」
と
見
せ
て
い

た
だ
き
、
「
と
て
も
き
れ
い
で
、
若
い
っ

て
い
い
な
ぁ
。
私
た
ち
も
こ
ん
な
に
変
わ

れ
る
の
？
」
と
思
い
ま
し
た
。 

あ
っ
と
い
う
間
に
引
っ
張
ら
れ
、
目
は
薄 

 

目
明
け
で
メ
イ
ク
。
着
物

も
「
こ
れ
か
な
？
」
と
言

っ
た
ら
「
は
い
、
こ
れ
ね
」

と
言
わ
れ
、
ぱ
っ
ぱ
と
着

せ
ら
れ
、
カ
ツ
ラ
を
か
ぶ

せ
ら
れ
、
出
来
上
が
り
。
１６

枚
写
真
を
撮
り
ま
し
た
。 

 

見
る
に
堪
え
な
い
私
も
そ
ん
な
に
し

て
頂
い
て
本
当
に
感
謝
！
楽
し
い
思
い

出
と
な
っ
て
い
ま
す
。
有
り
難
う
！ 

一
緒
に
変
身
し
た
四
人
様
は
な
か
な

か
の
も
の
で
し
た
。 

ウ
チ
の
夫
は
、
後
日
写
真
を
見
て
お
仲

間
の
二
人
を
本
物
の
舞
妓
さ
ん
と
間
違

っ
た
く
ら
い
。 

さ
あ
、
ど
な
た
か
今
度
は
「
芸
妓
さ
ん
」

に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
～
～ 

 

♪♪振り向～かないで～♪♪ 

はんなり舞妓姿５人組、どうどす？ 
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第
八
号
の
特
集
と
し
て
平
成
２５

年
１１
月
１６
日
～
１８
日
の
「
大
本
山

妙
心
寺
団
体
参
拝
」
で
の
体
験
談

を
紹
介
し
ま
し
た
。 

今
回
の
団
体
参
拝
で
妙
心
寺
法

務
課
長
様
を
は
じ
め
多
数
の
方
々

に
丁
寧
な
説
明
を
頂
き
、
参
加
者

に
も
大
変
お
世
話
に
な
り
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

檀
信
徒
・
会
員
の
つ
な
が
り
も

よ
り
強
く
な
り
、
充
実
感
・
満
足

感
の
あ
る
団
体
参
拝
で
し
た
。 

今
年
も
皆
様
の
ご
協
力
を
頂
き

な
が
ら
、
紙
面
の
充
実
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
の
で
引
き
続
き
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

広
報
部 

部 

長 

鶉
橋
初
雄 

副
部
長 

佐
藤 

彰 

部 

員 

小
川
弘
吉 

早
坂
妙
子 

浅
井
明
美 

浅
野
澄
江 

相
澤
敏
晴 

 

◎
３
月

日
（
日
） 

境
内
墓
地
掃
除 

 

◎
３
月

日
（
水
） 

役
員
会 

 

◎
３
月

日
（
月
） 

降
誕
会
子
育
て
水
子
地
蔵
祭
り 

発
行 

禪
興
寺
花
園
会
青
壮
年
部
・
女
性
部 

広
報
部 

〒
九
八
一
‐
三
六
二
五 

宮
城
県
黒
川
郡
大
和
町
吉
田
字
長
福
寺
一 

電
話
番
号 

〇
二
二
‐
三
四
五
‐
二
〇
六
三 

今
後
の
行
事
予
定 

鶉
橋 

良
子 

師
走
１２
月
７
日
（
土
）
今
年
最
後
の

三
仏
忌
の
一
つ
の
成
道
会
、
大
般
若
祈
祷

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

回
を
重
ね
る
毎
に
、
準
備
も
手
際
よ
く

な
り
、
早
朝
よ
り
境
内
清
掃
、
女
性
部
数

人
で
本
堂
等
を
念
入
り
に
掃
除
、
総
代
の

方
々
の
会
場
設
営
を
午
前
中
に
済
ま
せ
、

午
後
２
時
よ
り
開
会
さ
れ
ま
し
た
。 

成
道
会
と
は
お
釈
迦
様
が
お
悟
り
を

開
か
れ
た
お
祝
い
の
法
要
と
の
こ
と
で

す
。
最
初
に
坐
禅
。
御
詠
歌
の
奉
詠
が
あ

り
ま
し
た
。
総
代
の
方
々
、
参
加
さ
れ
た

檀
信
徒
の
人
た
ち
と
の
お
経
を
あ
げ
、
焼

香
し
て
法
要
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

大
般
若
祈
祷
は
十
数
人
の
和
尚
様
方

が
大
音
声
を
あ
げ
な
が
ら
大
般
若
経
の

経
本
六
百
巻
を
転
読
し
、
出
席
さ
れ
た
檀

信
徒
の
人
達
は
車
座
に
な
り
、
鐘
の
音
に

合
わ
せ
て
、「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
の
念
仏

を
唱
え
、
大
数
珠
を
回
し
ま
し
た
。 

今
年
一
年
の
厄
払
い
、
家
内
安
全
を
祈

り
な
が
ら
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
和
尚

様
方
の
転
読
（
経
本
を
上
下
、
左
右
に
扇

の
よ
う
に
開
く
）
は
と
て
も
迫
力
が
あ
り

圧
巻
で
す
。 

読経と念仏コラボレーション 迫力ある経本の転読 

御詠歌の奉詠も心に沁みました。 

成
道
会
大
般
若
祈
祷
に
参
加
し
て 


